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令和３年 文学研究科専任教員個人研究教育等活動 

（以下、掲載 50 音順） 

◆◆青青木木  敬敬  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・加藤朝胤・鈴木嘉吉・星野安治・池田藍子・青木敬・米川裕治・村上隆 2021『よみがえる白鳳の美―

国宝薬師寺東塔解体大修理全記録』朝日新聞出版 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・青木敬 2021「土木技術から読み解く古代史―古墳・寺院・堤体の構築技術と歴史的意義―」『月刊土

木技術』76-8、7-12 頁 

・青木敬 2021「【書評】菅谷文則著『甦る法隆寺 考古学が明かす再建の謎』」『日本考古学』53，

73-78 頁 

・青木敬 2021「【書評】岸本直文著『倭王権と前方後円墳』」『市大日本史』24，135-142 頁 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・青木敬 2021「【立川市に古墳はあるのか ～物理探査が明らかにする先史の立川～」『市史編さん広

報誌 たちかわ物語』12、5-7 頁 

・青木敬・大日方一郎（編著）2021『穂高古墳群 2018・2019 年度 F９号墳発掘調査報告書』國學院大

學考古学調査報告書 56 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・青木敬 2021.12.06「大和の後期古墳を考える」奈良シニア大学 in 東京 一般教養講座 

・青木敬 2021.11.13「基壇構築技術からみた国分寺の造塔」史跡相模国分寺跡指定 100 周年記念講演会、

海老名市教育委員会 

・青木敬 2021.10.24「中央からみた古墳時代の新潟」2021 年度新潟県埋蔵文化財センター講演会 第７

回、新潟県埋蔵文化財センター 

・青木敬 2021.05.22「古墳のかたちとつくり方」企画展「前方後円墳がやってきた」関連講演会、静岡

市登呂博物館 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・国史学会 評議員 

・考古学研究会 全国委員 

・条里制・古代都市研究会 編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・侍塚古墳調査指導委員会 指導委員、栃木県教育委員会 

・国立歴史民俗博物館研究報告編集委員会 委員、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立歴史

民俗博物館 

・海老名市文化財保護審議会専門委員（相模国分寺跡保存活用部会）、海老名市教育委員会 

・史跡橘樹官衙遺跡群調査整備委員会 委員、川崎市教育委員会 

・長岡南森遺跡確認調査指導委員会 委員、南陽市教育委員会 

・清瀬市史編さん委員会 執筆委員 

・立川市史 編集委員・副部会長 
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 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 客員研究員 

 

◆◆浅浅野野  春春二二  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「招兵」儀礼に見られる陰兵を招く方法について―中国湖南省藍山県の過山ヤオ族を中心に 

『瑤族文化研究所通訊』第八号、令和 3（2021）年 7月 27 日、ヤオ族文化研究所（89～94 頁） 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 １ 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本道教学会理事、儀礼文化学会常務理事、ヤオ族文化研究所監事、國學院大學中國學會常任幹事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・大学院文学研究科文学専攻中国文学コース代表、文学部教員資格審査委員、國學院雑誌編集委員 

 

◆◆飯飯倉倉  義義之之  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『伝承文学を学ぶ』小川直之・大石泰夫・服部比呂美・飯倉義之（編） 2021 年 12 月 清文堂 

・『鬼と異形の民俗学――漂泊する異類異形の正体――』飯倉義之（監修） 2021 年 7 月 ウェッジ  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

【論文】 

・「ハロウィーンはどこへ行く――現代日本のハロウィーン受容／展開史 約四半世紀の検証から――」

『子どもの文化』53 巻 10 号 2021 年 11 月 子どもの文化研究所 

・「「漫画に活きる民話」が「あたりまえ」になるまで――『ゲゲゲの鬼太郎』から『鬼滅の刃』まで

――」『怪と幽』vol.007 2021 年 4 月 KADOKAWA 

・「ネット社会の民俗」「サブカルチャーと民俗学」岩本通弥［ほか］編『民俗学の思考法――〈い

ま・ここ〉の日常と文化を捉える――』 2021 年 3 月 慶應義塾大学出版会 

【研究ノートほか】 

・「妖怪、その不思議な魅力」『調査月報』158 号 2021 年 11 月 日本政策金融公庫 

・「序論 妖怪と幽霊の日本」『日本の妖怪と幽霊完全ガイド』 2021 年 8 月 晋遊舎   

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「口承文芸・伝承文化を未来につなぐために――日本における試み――」"GOLDEN REALMS 

Webinar #5: Preservation of Mythologies" 2021 年 12 月 11 日 独立行政法人国際交流基金マニラ日

本文化センター（The Japan Foundation, Manila） 

・「怪談師という職業の成立―世間話の芸能化から考える口承文芸の現在―」國學院大學伝承文化学会
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秋季シンポジウム「語り／話しの「場」の現在」 2021 年 11 月 13 日 國學院大學伝承文化学会 

・「インターネットと民俗学（シリーズ：メディア社会のフォークロア第１回）」コメンテーター 現

代民俗学会年次大会 シンポジウム 2021 年 6 月 22 日 現代民俗学会 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・東部公民館講演会「鬼たちのいる日本文化――おそれる心とあらがう心――」 2021 年 11 月 20 日 

調布市東部公民館 

・水木しげる魂の原画展トークイベント「コロナから改めて考える目に見えないものの存在」 2021 年

9 月 4 日 岡崎市美術博物館 

・講座 怪談にみる江戸・砂村「江戸の町と怪異譚・怪談」（全二回） 2021 年 6 月 10 日・24 日 江

東区砂町文化センター 

・川口市民大学 民俗学入門講座「民話と文学―古典から「学校の怪談」まで―」 2021 年 6 月 19 日 

川口市芝南公民館 

・ＮＨＫ文化センターオンライン講座「「妖怪」の千年をたどる――奈良・平安から現代まで――」 

（全三回） 2021 年 1 月 22 日・2月 26 日・3月 26 日 NHK 文化センター 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・國學院大學伝承文化学会秋季シンポジウム「語り／話しの「場」の現在」 2021年 11月 國學院大學

伝承文化学会 パネリスト：伊藤龍平・飯倉義之・米屋陽一・山東正昭・大道晴香 司会進行：服部比

呂美 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

【新聞・雑誌】 

・（監修）「全国ようかいアンケート」『進研ゼミ小学講座チャレンジ４年生 わくわく発見ＢＯＯＫ』 

2021 年６月号 2021 年 6 月 ベネッセコーポレーション 

・（インタビュー）「日本人はなぜ、夏に怖がりたがるのか」『一個人』No.241 2021 年 7 月 2 日 Ｋ 

Ｋベストセラーズ 

・（インタビュー）「時代（とき）のしるし 2021 年――キャラクター文化――」『中國新聞』2021 年 

12 月 9 日朝刊（45788 号）4面 中国新聞社 

【テレビ等】 

・（出演）「鬼滅の刃が継承した鬼退治と新型コロナウイルス」 ＢＳ１１「報道ライブ イン

サイド OUT」2021 年 12 月 10 日 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名、副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・文学部教務委員 自己点検・評価実施委員 学修支援センター委員 

 

◆◆石石井井  研研士士  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト 

・2021.  5.31 書評『日本の構造』神社新報 
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 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供 

・2021.  2.25「将来見据えてトリアージ必要」仏教タイムス 

・2021.  6.13「ラジオで語る昭和のはなし 結婚式」TBS ラジオ 

・2021.  9. 3「【すばらしきこのせかい】現実の渋谷とすばせかの「シブヤ」はどうリンクしている？        

渋谷研究者とゲーム世界探訪・インターネット 

・2021.  8. 4 「DX、宗教への影響懸念」中外日報 

・2021.11. 5「CF 返戻に「推し活」グッズ、御朱印や講演会 SNS に」読売新聞 

・2021.12.12 「廃れる寺社 担い手欠く」日本経済新聞 

・2016.12.14 「存続探る 宿坊・座禅・キャンプ場」朝日新聞 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名、副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本宗教学会常務理事 

・神道宗教学会理事 

・明治聖徳記念学会理事長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・文部科学省・宗教法人審議会委員（会長） 

・文部科学省・大学設置・学校法人審議会大学設置分科会専門委員 

・独立行政法人・大学評価・学位授与機構専門委員（座長） 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・公益財団法人出雲殿財団・理事 

・公益財団法人庭野平和財団・評議員 

・公益財団法人 WCRP・評議員 

・公益財団法人国際宗教研究所顧問 

・一般社団法人日本臨床宗教師会顧問 

・一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団・研究員 

 

◆◆石石川川  則則夫夫  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・『先祖の話』から『本居宣長』の〈時間論〉へ（「好＊信＊楽」小林秀雄に学ぶ塾同人誌 ２０２１

年春号） 

・続『先祖の話』から『本居宣長』の〈時間論〉へ（「好＊信＊楽」小林秀雄に学ぶ塾同人誌 ２０２

１年夏号） 

・『本居宣長』の〈時間論〉へ――生と死の時間――（「好＊信＊楽」小林秀雄に学ぶ塾同人誌 ２０

２１年秋号） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・小林秀雄と日本古典文学――近代批評と古典の接近――（全国大学国語国文学会第１２４会大会シン

ポジウム ２０２１年１２月１１日） 
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 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・後進作家・川端康成と秋聲――川端文学の表現から見た秋聲文学（徳田秋聲生誕１５０年記念講演 

２０２１年１０月９日 徳田秋聲記念館） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・昭和文学会幹事・横光利一文学会監事 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・川崎市教育委員会協議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・副学長・教育開発推進機構長・教育開発センター長・教職センター長 

 学学内内委委員員： 

・広報委員会副委員長・危機管理委員会委員 

 

◆◆石石本本  道道明明  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・江戸期『論語』訓蒙書の基礎的研究 西岡和彦・青木洋司・石本道明共著 明德出版社 令和 3 年 12

月 28 日発行 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・柳宗元「天對」と楊萬里「天對解」と 『日本宋代文學學會報』 第七集 令和 3年 12 月 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・國學院大學中國學會会長 日本宋代文學學會理事 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・国文学研究資料館拠点連携委員会委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・今年度国内派遣研究 
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 学学内内委委員員： 

・今年度国内派遣研究 

 

◆◆井井上上  明明芳芳  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『テキストマイニングによる森敦文学の基礎的研究』 

（國學院大學、2021 年 02 月 25 日、令和２年度國學院大學文学部共同研究費の助成を受けている。） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「多和田葉子「捨てない女」の構造的読解 ―断片の集積―」 

（「教育学研究室紀要」第 55 号、 2021 年 02 月 20 日、 國學院大學教育学研究室） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本近代文学会運営委員、解釈学会常任委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・大学院代表幹事、日本文学科人事委員 

 

◆◆内内川川  隆隆志志  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修 

・編集 『好古家ネットワークの形成と近代博物館創設に関する学際的研究』Ⅳ 平成 29 年科学研究費

基盤研究 B 研究課題番号 17H02025  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト 

・論文 ｢松浦武四郎明治十二年の旅 − 好古家とのネットワークをめぐって−｣ 2021 『國學院雑誌』第

122 巻 12 号  

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演 

・令和 3年 3月 1日シンポジウム｢守れ！文化財〜資料を保存し、受け継ぐこと〜｣基調講演 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導 

・令和 3年 11 月 21 日 熱海市文化セミナー｢再発見熱海の遺跡｣｢伊豆山経塚と歴史・文化資産の活用に

ついて｣ 
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【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・全日本博物館学会副会長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・東京都武蔵野市文化財保護委員・東京都杉並区文化財保護審議会委員・神奈川県相模原市文化財保護

審議会委員・国指定特別史跡｢尖石石器時代遺跡｣史跡整備有識者会議委員・静岡県熱海文学館設立準備

委員会委員・長野県塩尻市新塩尻市立博物館基本計画策定委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・國學院大學博物館副館長 國學院大學学術資料センター長 

 学学内内委委員員： 

・専任教職員会 

 

◆◆江江川川  式式部部  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・江川式部「唐代の藩鎮と祠廟」（『國學院雜誌』第１２２号、令和 3年 2月 15 日）pp.1－18 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・江川式部「『大金集禮』巻五・皇太后皇后条」（第 47 回東アジア后妃比較史研究会、令和 3 年 8 月 2

日、オンライン） 

 そそのの他他のの研研究究活活動動  

・令和 3 年度國學院大學文学部共同研究「死生観の歴史学―人は死をどのように捉えてきたかー」（研

究代表者：谷口康浩、共同研究者：小池寿子・江川式部、研究期間：令和 3 年 4 月～〈令和 4 年 3 月迄

予定〉）。  

・令和 3 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）「祭祀儀礼からみた唐代の藩鎮と地方社会の研究」

（課題番号：18K01005、研究代表者：江川式部、研究期間：平成 30 年 4 月～〈令和 4年 3月迄予定〉）  

・令和 3 年度科学研究費助成事業 基盤研究（B）「東アジア諸王室における「后位」儀礼比較史の協業

的研究」（課題番号：18H00700、研究代表者：伴瀬明美、研究分担者：三田辰彦・豊島悠香・稲田奈津

子・江川式部、研究期間：平成 30 年 4 月～〈令和 4年 3月迄予定〉）。  

・令和 3 年度科学研究費助成事業 基盤研究（B）「南宋・洪邁『夷堅志』の史的活用に向けた史料牲及

び全容の解明と情報ツールの構築」（課題番号：19H01325、研究代表者：須江隆、研究分担者：梅村尚

樹・高橋亨・藤本猛・渡辺健哉・津田資久・小島浩之・江川式部、研究期間：平成 31 年 4 月～〈令和 5

年 3月迄予定〉）。 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・唐代史研究会監事、法史学研究会幹事 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：  

・文学部入試実施委員 

 

◆◆遠遠藤藤  潤潤  

【【研研究究活活動動】】  

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・報告（口頭）「平田国学における神典理解—顕幽分任の神勅を中心に—」、第 38 回神社本庁神道教学研

究大会、2021 年 9 月 9日 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名、副査 2 名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本宗教学会評議員、同編集委員、神道宗教学会理事、明治聖徳記念学会評議員、同企画・編集委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・図書館長 

 学学内内委委員員： 

・図書館委員会委員長、情報センター委員会委員 

 

◆◆大大石石  泰泰夫夫  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『伝承文学を学ぶ』（共編著・清文堂・令和 3年 12 月 20 日、230 頁） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「日高火防祭」「盛岡祭」（植木行宣監修『山・鉾・屋台の祭り研究事典』思文閣出版、令和 3 年 3

月 30 日） 

・「荒馬と太刀振り」（『上磯の文化』第 4号、令和 3年 5月 31 日、pp.98-104） 

・「上磯地区の民俗芸能」（『上磯の文化』第 4号、令和 3年 5月 31 日、pp.105-112） 

・「西伊豆町・南伊豆町の人形三番叟」（『文部科学省教育通信』No.518、郷土芸能探訪 64、pp.30-31） 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・『北上市史』民俗編の調査（3月・8月・9月・10 月・11 月・12 月） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・第 7回全国史料ネット研究交流集会講演（2月 20 日） 

・淮陰師範学院外国語学院（中国江蘇省）での学術講演会講演（4月 7日） 

・大東文化大学日本文学科特別講義での講演（6月 19 日） 

・伝承文化学会シンポジウム「祭り・芸能をどう続けるか－各地の試み－」での発表（7月 17 日） 
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・國學院大學國文學會公開座談会「新時代に対応する古典文化研究をどう切り開いてゆくのか     

―「古典」と「生活の古典」を結ぶもの―」（11 月 6 日） 

・第 7 回國學院大學・南開大学院生フォーラムでの「獅子舞と虎舞―東アジアの民俗芸能論序説―」と

題した講演（11 月 20 日） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・國學院大學オープンカレッジ講師（4～12 月） 

・オンライン公開講座萬葉の生活と文化講師（9月配信） 

・盛岡市河南公民館教養講座講師（7月 29 日） 

 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・令和 3年度藝能学会「芸能セミナー」企画委員として運営（6月 26 日） 

・令和 3年度「藝能学会研究大会」企画委員として運営（12 月 4 日） 

・第七回 東アジア文化研究学術シンポジウムを国際交流委員として企画運営（11 月 20、21 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 4 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・上代文学会理事、全国大学国語国文学会代表委員（事務局委員長）、民俗芸能学会理事（３月まで） 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・文化遺産の防災に関する有識者会議委員、奥州市文化財審議会委員、北上市文化財審議会委員、北上

市史編さん専門委員（民俗部会部会長）、国立岩手山青少年交流の家施設業務運営委員（委員長）、

国立歴史民俗博物館編集委員 

  

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・日本文学科代表 

 学学内内委委員員： 

・公開講座委員（委員長）、給与委員（委員長、６月まで）、大学院国際交流委員（委員長） 

 

◆◆大大久久保保  桂桂子子  

 

◆◆小小川川  直直之之  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・著書『折口信夫「古代生活の研究―常世の国―」をどう読むか』私家版、2021 年 2 月 10 日 

・共編著『伝承文学を学ぶ』清文堂出版、2021 年 12 月 20 日 
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 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「「結び」の民俗史―アジアの視点からー」『東アジア文化研究』第 6 号、國學院大學大学院文

学研究科、2021 年 2 月 20 日 

・論文「伊那谷の民俗をどう捉えるか」『伊那民俗研究』第 28 号、柳田國男記念伊那民俗学研究所、

2021 年 3 月 20 日 

・論文「「南信州民俗芸能継承推進協議会」の取組と課題」『民俗芸能研究』第 70 号、民俗芸能学会、

2021 年 3 月 30 日 

・論文「口承文芸の文化学―野村純一の視座―」『口承文芸研究』第44号、日本口承文芸学会、2021年

3 月 31 日 

・論文「序章 伊那谷の近代写真と画像アーカイブの可能性」『伊那民研叢書 6 写真から見る伊那谷

の近代と地域民俗』柳田國男記念伊那民俗学研究所、2021 年 3 月 31 日 

・論文「宮崎県の神楽にみる稲作系演目―芸能複合の視点―」『伝承文化研究』第 18 号、國學院大學伝

承文化学会、2021 年 6 月 20 日 

・論文「正月行事」『講座日本民俗学 3 行事と祭礼』朝倉書店、2021 年 10 月 1 日 

・論文「人の一生と生命観」『講座日本民俗学 4 社会と儀礼』朝倉書店、2021 年 12 月 1 日 

・評論「祭り・芸能の継承と地域社会(1)―各種の取組―」『週刊農林』第 2435 号、農林出版社、2021

年 1 月 5 日 

・評論「祭り・芸能の継承と地域社会(2)―南信州民俗芸能継承推進協議会とパートナー企業制度―」

『週刊農林』2438 号、農林出版社、2021 年 2 月 5日 

・評論「祭り・芸能の継承と地域社会(3)―宮崎県西都市・銀鏡神楽と地域活動―」『週刊農林』2443

号、農林出版社、2021 年 3 月 25 日 

・評論「祭り・芸能の継承をどうするか―南信州の取組―」『長野県民俗の会会報』44、2021 年 11 月

26 日 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・講演「「翁と翁語り」趣旨説明」、「新野雪祭と翁」、2021 年度藝能セミナー、6 月 26 日、二松学舎

大学(オンライン発信) 

・基調講演「民俗芸能と地域社会―魅力ある地域個性とは何か」第 6 回南信州民俗芸能継承フォーラム、

7月 3日、南信州民俗芸能継承推進協議会主催 

・講演「祭り・芸能の継承に向けた地域社会と行政・企業との連携―南信州と宮崎県の場合―」7 月 17

日、國學院大學伝承文化学会「シンポジウム 祭り・芸能をどう続けるか―各地の試み」、國學院大學

(オンライン発信) 

・講演「御柱祭をどう考えるか」第4回 伊那民俗研究集会「御柱祭と諏訪信仰」10月 9・10日、飯田市

竜丘公民館 

・発表「折口信夫の沖縄民俗採訪」、藝能学会 2021 年度研究大会、12 月 4 日、二松学舎大学(オンライ

ン発信) 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・柳田國男記念伊那民俗学研究所特別例会「「田遊び祭りの概念」を読む」1月 16 日、オンライン講演 

・柳田國男記念伊那民俗学研究所特別例会「「はちまきの話」を読む」7 月 24 日、飯田市美術博物館柳

田國男館 

・宮崎県総合政策部記紀編さん記念事業推進室主催みやざきの神楽の今後を考える意見交換会講演「み

やざきの神楽の今後を考える」3月 20 日 

・講演「神楽学とは何か」、宮崎県県民大学「神楽学フォーラム「神楽学とは何か」」10月 30日、宮崎

県企業局県電ホール 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・藝能学会 2021 年度藝能セミナー「翁と翁語り」、6月 26 日、二松学舎大学(オンライン発信) 
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・國學院大學伝承文化学会「シンポジウム 祭り・芸能をどう続けるか―各地の試み」、7 月 17 日、國

學院大學(オンライン発信) 

・柳田國男記念伊那民俗学研究所第4回 伊那民俗研究集会「御柱祭と諏訪信仰」10月 9・10日、飯田市

竜丘公民館 

・藝能学会 2021 年度研究大会、12 月 4 日、二松学舎大学(オンライン発信) 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・2021年 6月 30日『宮崎日日新聞』「みやざき令和風土記 民俗で活力ある社会に」インタビュー記事 

・2021年12月20日『國學院大學学報』707号「日本の成年の歴史をひもとく いくつもの「大人」像」

談話記事 

・2021 年 11 月 5 日 NHK 宮崎放送局「みやざき熱時間スペシャル「神呑み・総集編」出演 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 3 名、副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・國學院大學伝承文化学会会長、芸能学会常任理事、民俗芸能学会理事(3 月 31 日まで)、棚田学会評議

員、柳田國男記念伊那民俗学研究所所長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・独立行政法人日本芸術文化振興会評議員・評価委員会委員、公益財団法人国立劇場おきなわ運営財団

理事、みやざきの神楽魅力発信委員会委員長、神奈川県民俗芸能記録保存調査企画調整委員会委員長、

上尾の摘田・畑作用具保存活用検討委員会委員長、高鍋神楽記録作成調査委員会委員長、平塚市文化財

保護委員、綾瀬市文化財保護委員、秦野市文化財保護委員、豊島区文化財保護審議会委員、江戸川区文

化財保護審議会委員長、千葉県博物館資料審査委員会委員、九州の神楽ネットワーク協議会顧問、南信

州民俗芸能継承推進協議会アドバイザー 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・中国・南開大学外国語学院客員教授 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・大学院文学研究科文学専攻代表 

 学学内内委委員員： 

・学校法人國學院大學評議員 

・学部資料室運営委員会委員長、文学部資料室委員会委員長 

・文学部教員資格審査委員会委員 

・國學院大學伝承文化に学ぶコンテスト審査委員 

 

◆◆小小田田  勝勝  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史・小田勝編、和泉書院） 令和３年６月 
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・『百人一首で文法談義』（和泉書院） 令和３年９月 

・『旺文社図解全訳古語辞典』（宮腰賢・石井正己・小田勝編、旺文社） 令和３年１０月 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「日本語の歴史的対照文法の成果と課題」（『日本語の歴史的対照文法』和泉書院） 令和３年６月 

・「〔研究余滴〕両義文と古典文解釈」『むらさき』58 号 令和３年１２月 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・源氏物語を文法的に読む（國學院大學公開古典講座『源氏物語』） 令和３年９月（Zoom 配信） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名、副査 2 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）副査 1 名、（課程）主査 1 名、副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本語学会評議員、選挙管理委員 

・表現学会理事、編集運営委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・入学部長 

 学学内内委委員員： 

・学則委員 

 

◆◆神神長長  英英輔輔  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・神長英輔「高碕達之助（1885-1964） 日中・日ソ関係の改善に力を尽くした『肩書のない』政治家」

長塚英雄編『新・日露異色の群像３０』生活ジャーナル、2021 年 6 月、189-210 ページ。 

・神長英輔「戦後日本のコンブ業」『國學院雑誌』第 122 巻第 1号、2021 年 1 月、1-18 ページ。 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・神長英輔「ソ連メディアに見る『北洋』 1930 年代のソ連における『日本』の構築」ロシア史研究会

大会、2021 年 10 月 23 日、オンライン（Zoom）開催。 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・教務委員 
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◆◆菊菊地地  康康人人  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「日本語教育における「は」と「が」」（『國學院雑誌』122巻10号[2021年10月号]，左1-20） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 9  名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 2 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本語学会評議員 

 

◆◆黒黒﨑﨑  浩浩行行  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「災害後の集落再編過程に見られる祭礼文化の包摂性」 『國學院大學紀要』第 59 巻、2021 年 2 月、

15-28。 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・「変化する災後の地域において宗教が担う持続性」『國學院大學研究開発推進センター研究紀要』第

15 号、2021 年 3 月、423-431。 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名、副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本大大学学：（論文）副査 1 名 

                他他大大学学：：（課程）副査  1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本宗教学会理事・情報化委員会委員長 

・「宗教と社会」学会常任委員・編集委員会主任 

・神道宗教学会理事 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・宗教者災害支援連絡会世話人 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・別科長 
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 学学内内委委員員： 

・自己点検・評価委員 

・神道研修部委員 

 

◆◆小小池池  寿寿子子  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・編集・あとがき 木島俊介著『女神たちの変身―中世タピスリーに見る女性像の変遷』私家本（「木

島俊介先生の傘寿を祝う会」、製作 アイメックス・ファインアート 2021 年 2 月 28 日 

・共編著『NHK8K ルーブル美術館 美の殿堂の 500 年』2021 年 4 月 25 日 NHK 出版社 

・共著「イメージの源泉と文学伝統―シモン・マルミオン『トゥヌグダルスの幻視』」『北方近世美術

叢書 VI 天国と地獄 あるいは至福と奈落 ネーデルラント美術の光と闇』ありな書房 2021 年 11 月

15 日 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「イマーゴ・ピエターティス」「エデン」「トランシ」「ヒエロニムス・ボス」「楽園」「悪魔」

「地獄」「煉獄」『キリスト教大事典 改訂新版』教文館 未刊行 

・「『盲者たちの舞踏』（Danse aux Aveugles）における「牛に跨る死」をめぐってー中世後期におけ

る死の受容」國學院雑誌 第 122 巻 3 号 2021 年 3 月 15 日  

・「持論 疫病の美術史―記憶を物語る」『特集 13 コロナ禍の建築・都市 建築雑誌』2021 年 1 月号 

日本建築学会 2021 年 1 月 20 日 

・対談（対 山本聡美）の「死生学の美術―禍あるいは、死を超えた生にむけて」『甕星』特別号 収

録 発行人 鈴木基弘 編集主幹 平井倫行 2021 年 12 月 25 日 

・ジャック・ハートネル著『中世の身体―生活・宗教・死』飯原裕美訳 編集・解説 青土社  2021

年 12 月 27 日 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・日本臨床死生学会 第 26 回年次大会 教育部門講演 III「西洋美術における死の表現と死者への追悼」

2021年 7月 24日（土）収録 9月 20日～10月 7日オンデマンド配信、10月 2日～3日ライブ配信  原

稿は「臨床死生学」（第 26 巻第 1号 令和 3年 12 月発行予定 未刊）に掲載  

・「死の舞踏を見るー第 20 回 メメントモリの森」『エース』日本リサーチセンター 2021 年 11 月 5

日収録  

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・第 45 回 地中海学会大会 トーキング「地中海が見た病と健康」司会 2021 年 12 月 11 日 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））他他大大学学：（論文）副査 1 名 

 日本学術振興会特別研究員 CPD（国際競争力強化研究員）勝谷祐子（ストラスブール大学博士

号取得）受入指導 
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【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

〈〈学学会会〉〉 

・西洋中世学会 編集委員 

・地中海学会 副会長・編集委員・大会実行委員 

・日仏美術学会 常任委員 

〈〈美美術術財財団団〉〉 

・公益財団法人 吉野石膏美術振興財団 理事・企画委員 

・一般財団法人 大塚国際美術財団 評議委員 

・公益財団法人 ポーラ美術振興財団 理事 

・公益財団法人 花王芸術・科学財団 選考委員 

〈〈科科学学研研究究費費〉〉  

・「生きられた古代宗教の視点による古代ユダヤ変革期の東地中海世界の総合的宗教史構築」（基盤研

究 A）2020～2022 年 分担者 

〈〈学学部部共共同同研研究究〉〉  

・「死生観の歴史学」 谷口康浩、冨澤かな（静岡県立大学）、和田浩一郎（金沢大学）、古谷毅（京

都国立博物館）、江川式部（國學院大學）、小池寿子（國學院大學） 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・学部：人事委員、自己点検評価委員、資料室委員・図書資料担当委員 

    ・大学院：史学専攻美学美術史コース代表、紀要編集委員 

 

◆◆笹笹生生  衛衛  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

論論文文（（発発掘掘調調査査報報告告書書論論考考））  

・「金井下新田遺跡における祭祀関連遺構の性格と歴史的な意義―遺構・遺物・文献史料から推定する

古代の神・祖霊観と祭祀の実態」『金井下新田遺跡≪古墳時代以降編≫（国）353 号金井バイパス（上

信自動車道）道路改築事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書』群馬県渋川土木事務所・公益財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団、2021。 

研研究究ノノーートト等等  

・「平安時代の災害と新たな神まつり―文献史料と気候変動データからみた祭礼の成立」『古代の祭り

と災い―疫病・災害・祟り』國學院大學学術資料センター（神道資料館部門）、2021。 

・「古墳の遺体埋葬と伝統・祭祀」（essay）『出ユーラシアの統合的人類史学─文明創出メカニズムの

解明―』出ユーラシア・プロジェクト第５集、2021。 

2020 年度研究活動報告書 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・ポスター発表「祖先祭祀と墓域の景観、その歴史的な意味 －千葉県、姉崎古墳群と姉崎神社の事例か

ら－」「出ユーラシアの統合的人類史学—文明創出メカニズムの解明—」第 4 回全体会議、2021 年 1 月 9

日・10 日、遠隔実施。 
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・発表「水陸交通の結節点―琵琶湖塩津港遺跡と神社、―港湾における古代祭祀と中世への変質―」古

代交通研究会 第 21 回大会、2021 年 6 月 27 日、於：國學院大學。 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・神田明神特別企画講演会「古代の神と祭祀のすがた －最近の祭祀遺跡研究から見た古代祭祀の実態と

神観－」、2021 年 4 月 10 日、於：神田明神文化交流館。 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・古代交通研究会、第 21 回大会（2021 年 6 月 27・28 日、於：國學院大學）、大会実行委員長。 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・NHK 総合「ブラタモリ♯178 館山」2021 年 5 月 22 日放送。 

・NHK 総合「ブラタモリ♯179 木更津」2021 年 5 月 29 日放送。 

・読売新聞、2021 年 11 月 2 日夕刊、「日本史アップデート、古代祭祀」。 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 2 名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・神道宗教学会 会長 

・日本考古学協会 編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群 専門家会議 委員 

・千葉県文化財保護審議会委員 

・木更津市文化財保護審議会委員 

・袖ケ浦市文化財審議会委員 

・富津市文化財審議会委員・ 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・公益財団法人印旛郡市文化財センター評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・研究開発推進機構長 

・國學院大學博物館長 

・神道文化学部副学部長 

 学学内内委委員員： 

・大学院資格審査委員 
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◆◆佐佐藤藤  長長門門  

【【研研究究活活動動】】  

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・NHK E テレ「先人たちの底力 知恵泉」天智天皇～失敗から築いた礎～（2021 年 2 月 9日放送） 

・NHK E テレ「先人たちの底力 知恵泉」天武天皇～長く続く体制を～（2021 年 2 月 16 日放送） 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

  

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・大学院委員長 

 

◆◆髙髙橋橋  秀秀樹樹  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『藤波家旧蔵史料の調査・研究』[編著（研究代表）]（東京大学史料編纂所、令和 3年 11 月） 

・『対決の東国史２ 北条氏と三浦氏』[著書]（吉川弘文館、令和 3年 12 月） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「鎌倉時代の恋愛事情―『民経記』と『明月記』から―」（『恋する日本史』吉川弘文館、令和3年3

月） 

・「西岡虎之助著『豪族三浦氏の発展』の刊行経緯とその意義について」（『三浦一族研究』第 25 号、

令和 3年 3月） 

・「『勘仲記』を観る」（『国学院雑誌』第 122 巻第 11 号、令和 3年 11 月） 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・西岡虎之助著「豪族三浦氏の発展（上）」[校訂]（『三浦一族研究』第 25 号、令和 3年 3月） 

・『史料纂集 勘仲記 第七』[共編著]（八木書店、令和 3年 11 月） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「藤波家旧蔵史料の現状と伝来」（オンライン研究集会「藤波家旧蔵史料調査の成果と課題」、令和

3年 3月 27 日） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・三浦一族研究会「吾妻鏡を読む会」 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・オンライン研究集会「藤波家旧蔵史料調査の成果と課題」（令和 3年 3月 27 日）の主催 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・読売新聞令和 3年 6月 29 日夕刊「日本史アップデート 南蛮貿易の実態」 

・読売新聞令和 3年 7月 17 日夕刊「日本史通説見直し迫る本」 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 
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 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・国史学会評議員・委員 

・三浦一族研究会特別研究員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・国立歴史民俗博物館共同研究員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・教務委員 

 

◆◆高高山山  実実佐佐  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「高等学校における創作に関する学習―学習指導要領の変遷、「言語文化」教科書から―」 

（『月刊 国語教育研究』2021 年 12 月号 No.596 特集 創作的な学習をどのように推進するか）P42

～49 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・令和 3年度東京都教職員研修センター専門性向上研究 国語Ⅰ（中・高） 

「国語科授業づくり入門（中・高等学校）―基本的な授業展開や指導法の理解―」令和３年６月２９日 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・第 8回國學院大學国語教育研究会例会（令和 3年 12 月 18 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 3 名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本国語教育学会高等学校部会副部会長 

・國學院大學国語教育研究会顧問 

・国語教育史学会『国語教育史研究』編集委員・会計 

・大村はま記念国語教育の会理事 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・三省堂高等学校国語教科書編集委員 

・日本郵便「手紙作文コンクール はがき作文部門」審査員 

 

 

 

21-12-182　(000)-9-令和３年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   25221-12-182　(000)-9-令和３年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   252 2022/02/18   18:46:092022/02/18   18:46:09



（253）

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・教職センター委員 

 

◆◆竹竹内内  正正彦彦  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『林田孝和著作集』第１巻～第４巻 武蔵野書院 令和 3年 5月 

（林田孝和著 竹内正彦・津島昭宏・太田敦子・春日美穂・畠山大二郎・武蔵野書院編集部編） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「扇をさし隠す夕霧―『源氏物語』「夕霧」巻における夕霧の小野再訪をめぐって―」久保朝孝編

『危機下の中古文学二〇二〇』武蔵野書院 令和 3年 3月 pp.369-383 

・「「女流日記文学」の発生とその多様性―『蜻蛉日記』「泔坏の水」の記事をめぐって―」『日記文

学研究誌』（日記文学会）第 23 号 令和 3年 7月 pp.1-14 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「夕顔物語と「昔物語」」（令和 3 年度國學院大學國文學會春季大会シンポジウム）令和 3 年 6 月 12

日 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・「光源氏の冒険―夕顔との恋をめぐって―」（令和 3 年度國學院大學オンライン公開講座「万葉集・

源氏物語の生活と文化」） 

・「「源氏物語」の世界」（朝日カルチャーセンター横浜教室） 

・「源氏物語の女君たち」（朝日カルチャーセンター横浜教室オンライン講座） 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・中古文学会代表委員・事務局 

・全国大学国語国文学会委員 

・國學院大學國文學會委員 

 

◆◆武武田田  秀秀章章  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「東京奠都と門脇重綾― 神宮親謁・大嘗祭―」『藝林』70 巻 2 号（通巻 286 号）、令和 3年 10 月 

・「阪本是丸氏の訃」『日本歴史』864 号、令和 3年 5月  

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・「神道人・阪本是丸先生」『神社新報』3541 令和 3年 5月 24 日号 
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【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1 名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・神道宗教学会理事 明治聖徳記念学会理事 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・神社本庁教学委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・神道研修部委員 

 

◆◆谷谷口口  雅雅博博  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・監修：『一番よくわかる古事記』西東社、７月５日 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「イザサの小浜とタギシの小浜－葦原中国平定神話の地名－」『古代文学』60 号、３月１日 

・論文「香山と比婆山」『上代文学研究論集』５号、３月 10 日 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・上代文学会シンポジウム「疫病と上代文学」：研究発表「崇神紀祭祀記事の意味するもの 

－疫病の克服と国家の成立－」11 月 20 日 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・講演（オンデマンド） 

「古事記の謎をひもとく－ヤマトタケルの説話を読む－」５月 18 日（火）収録 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・古事記学会理事、上代文学会理事、日本文学協会委員、國學院大學國文學會代表 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：文学部副学部長 

 学学内内委委員員：自己点検・評価委員、教育開発推進機構運営委員 

 

◆◆谷谷口口  康康浩浩  

【【研研究究活活動動】】  

 科科研研費費・・そそのの他他のの研研究究費費  

・科学研究費補助金 基盤研究（Ｓ）『半定住狩猟採集民の社会組織と葬制：骨考古学先端技術との連
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携による先史社会の復元』（令和 3年度～7年度、課題番号 21H04983、研究代表者） 

・科学研究費補助金 基盤研究（Ａ）『更新世－完新世移行期における人類の生態行動系と縄文文化の

形成に関する先史学的研究』（平成 29 年度～令和 3年度、研究課題番号 17H00939、研究代表者） 

・令和 3年度文学部共同研究「死生観の歴史学－人は死をどのように捉えてきたか－」研究代表者 

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『土偶と石棒―儀礼と社会ドメスティケーション―』2021 年 12 月、全 315 頁、雄山閣（単著） 

・『縄文早期の居家以人骨と岩陰遺跡』2021 年 3 月、全 30 頁、國學院大學博物館（編著） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「縄文土器型式の概念と実態－曽利式土器の多型と変異－」『曽利式土器とその周辺』18-33 頁、山

梨県考古学協会 

・Population dynamics in the Japanese Archipelago since the Pleistocene revealed by the complete 

mitochondrial genome sequences. Scientific Reports, (2021)11:12018 Open access 2021.13.June

（共著） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「上信越地域における縄文時代早期沈線文系土器群と遺跡形成」国史学会研究会、2021 年 3 月 13 日

（共同発表） 

・「新潟県苗場山小松原湿原群の花粉分析からみた亜高山帯針葉樹林の発達過程」日本地球惑星科学連

合大会 2021、2021 年 6 月 4 日（共同発表） 

・「群馬県居家以岩陰遺跡出土の動物遺存体から見た縄文早期の動物資源利用－2017・2018 年資料を中

心に－」日本動物考古学会第 8回大会、2021 年 7 月 3日（共同発表） 

・「縄文時代草創期をめぐる学説史－時代区分の問題－」令和３年度北海道立埋蔵文化財センター講演

会、2021 年 10 月 31 日 

・「縄文土器型式の概念と実態－曽利式土器の多型と変異－」山梨県考古学協会 2021 年度研究集会、

2021 年 11 月 20 日（招待講演） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・教員免許更新講習担当 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・国史学会研究会『縄文時代早期の土器群と遺跡形成』主催、2021 年 3 月 13 日 

・科学研究費補助金 基盤研究（Ｓ）『半定住狩猟採集民の社会組織と葬制：骨考古学先端技術との連

携による先史社会の復元』による研究会主催 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・ＮＨＫ・Ｅテレ『知恵泉』取材・撮影 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））他他大大学学：（課程）副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・国史学会評議員・委員 

・縄文時代文化研究会編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・文化庁文化審議会文化財分科会専門委員 
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・新潟県文化財保護審議会委員 

・埼玉県文化財保護審議会委員 

・千葉市史跡保存整備委員会委員 

・国特別史跡加曽利貝塚調査検討委員会委員 

・船橋市取掛西貝塚調査検討委員会委員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・立川市史編集委員会 先史部会長 

・清瀬市史編さん委員 考古部会長 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・史学科代表 

 

◆◆多多和和田田  真真理理子子  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「手段化される国語――高等学校国語科の科目改訂に焦点をあてて」日本児童研究所監修『児童心理

学の進歩』VOL.60、金子書房、2021 年 6 月 

・「永田論文を読んで」『日本教育史研究』第 40 号、2021 年 8 月 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「学校資料の調査・保存・活用について―研究者としての関わりを考える―」日本教育学会中部地

区・中部教育学会共催公開シンポジウム、2021 年 6 月 19 日、オンライン開催 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・茂原市史調査執筆委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・教職センター委員、教育実習・介護等体験小委員長 

・ハラスメント相談委員長 

 

◆◆土土佐佐  秀秀里里  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

  ・論文「『靡合歓木』考―万葉集巻十一・二七五二番歌の訓読再考」『上代文学研究論集』五号、令和

三年三月 

・論文「古事記の『教覚』と『不覚』」『古事記學』七号、令和三年三月 

・補注解説「迦毛大御神とカモ氏」『古事記學』七号、令和三年三月 
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・項目執筆「古代官僚制と万葉集」など 上野誠ほか編『万葉集の基礎知識』、令和三年四月 

・論文「有間皇子の『挽歌』と田横の故事」『國學院雑誌』一二二巻五号、令和三年五月  

・論文「人麻呂歌集『庚辰年七夕歌』訓釈考」『古代中世文学論考 第四十五集』、令和三年十月 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・学会発表「日並皇子挽歌の『神分 分之時』」美夫君志会大会研究発表、令和三年七月 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・講演「信濃と万葉集」長野県御代田町市民講座、令和三年二月 

・講演「万葉集と都市の生活」國學院大學オンライン公開講座、令和三年九月 

  

◆◆西西岡岡  和和彦彦  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「自重館文庫成立史—北島国造家と垂加神道—」（島根県古代文化センター研究論集第 26 集『日本書紀

と出雲観』今井書店、３月） 

・「近世杵築周辺の“神学”」（島根県古代文化センター研究論集第 26 集『日本書紀と出雲観』今井書

店、３月） 

・「続神道の格言「天つ神御子の命のあもります国としもへばあやにたふとき」（国学者千家俊信）」

（『かぎろい』第 277 号、大神神社社務所、1月） 

・「続神道の格言「古語大道にして、辞を嬰児に仮り心を神聖に求む」（忌部正通『神代口訣』凡例、

『垂加社語』より）」（『かぎろい』第 278 号、大神神社社務所、2月） 

・「続神道の格言「神のます鳥井にいればこの身よりひつきの宮とやすらかにすむ」（吉田勤式歌よ

り）」（『かぎろい』第 279 号、大神神社社務所、3月） 

・「続神道の格言「世のなかはよごとまがごとゆきかはる中よぞちぢの事はなりづる」（本居宣長『玉

鉾百首』より）」（『かぎろい』第 280 号、大神神社社務所、4月） 

・「続神道の格言「いつまでか光かくらむ久かたの天のいは戸はただしばしこそ」（本居宣長『玉鉾百

首』より）」（『かぎろい』第 281 号、大神神社社務所、5月） 

・「続神道の格言「凡て神代の事は、此の現身と御霊とのことを、只一つさまに云ひ伝へたる故に、ま

ぎらはしきこと多かり」（本居宣長『古事記伝』十四之巻より）」（『かぎろい』第 282 号、大神神社

社務所、6月） 

・「続神道の格言「大物主と申す御名は、美和に鎮り坐す御魂の御名にして、大穴牟遅命の一名にはあ

らず」（本居宣長『古事記伝』二十之巻より）」（『かぎろい』第 283 号、大神神社社務所、7月） 

・「続神道の格言「あらはにの事は大きみかみごとは大国主のかみのみこころ／目に見えぬ神のこころ

のかみごとはかしこき物ぞおほにな思ひそ」（本居宣長『玉鉾百首』より）」（『かぎろい』第 284 号、

大神神社社務所、8月） 

・「続神道の格言「治まれる御代のしるしを千木たかく神のやしろに見るよしもがな」（本居宣長『玉

勝間』九の巻より）」（『かぎろい』第 285 号、大神神社社務所、9月） 

・「続神道の格言「汝三の神、宜しく道の中に降り居して、天孫を助け奉りて、天孫の為に祭かれよ」

（天照大神の神勅『日本書紀』巻第一・第六段第一の一書）」（『かぎろい』第 286 号、大神神社社務

所、10 月） 

・「続神道の格言「皇御孫の朝庭に御心一速び給はじ」（鈴木重胤『延喜式祝詞講義』十一之巻、十二

鎮火祭より）」（『かぎろい』第 287 号、大神神社社務所、11 月） 

・「続神道の格言「高天の原に事始めて」（鈴木重胤『延喜式祝詞講義』十一之巻、十三道饗祭より）」

（『かぎろい』第 288 号、大神神社社務所、12 月） 

・「新刊紹介「加藤隆久著『神道文化論考集成 乾・坤』—現代に問ふべき論考選出、神職や神道人への
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エール—」（『神社新報』第 3561 号、神社新報社、10 月 18 日付） 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・大学院特定課題研究による敦賀市松原神社石碑等天狗党関係調査（8月 1日） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・発題「神勅と祭祀—垂加神道の神学から—」（第 38 回神社本庁神道教学研究大会「神勅と祭祀」、9 月

9日） 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・神道宗教学会副会長 

・神道史学会委員 

・藝林會理事 

・日本宗教学会評議員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・神社本庁参与 

・神社本庁教学運営委員 

・公益財団法人いづも財団評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・神道文化学部長 

 

◆◆野野中中  哲哲照照  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「那須与一」の裏メッセージとその発信源―『平家物語』〈綱引き〉論の糸口として―  
「日本文学論究」80 号 2021 年 3 月 
・國學院大學図書館所蔵『讃州矢嶋之図』の紹介と考察 ―屋島合戦伝承の一資料として―  
「校史・学術資産研究」13 号 2021 年 3 月  
・研究展望〈初期軍記〉 （2005 年 11 月～2019 年 9 月） 「軍記と語り物」57 号 2021 年 3 月 
・『平家物語』一の谷合戦譚の形成と変容 ―〈綱引き〉論からの分析― 
「古典遺産」70 号 2021 年 6 月  

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）主査 1 名 

他他大大学学：（課程）副査 1 名 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・研究開発推進機構兼担教授 
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 学学内内委委員員： 

・日本文学科教務委員 

 

◆◆服服部部  比比呂呂美美  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・共編著『伝承文学を学ぶ』清文堂出版、2021 年 12 月 20 日 

 そそのの他他  

・書誌紹介「倉石忠彦著『道祖神伝承論・碑石形態論』」、『日本民俗学』第 308 号、日本民俗学会、

2021 年 11 月 30 日 

・談話室「「カサンボコ」と「デギョウ」 子育てと民俗学」、『國學院雑誌』第 122 巻 12 号、國學院

大學、2021 年 12 月 15 日 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・昭和女子大学・東伊豆町連携事業講演「葉包み食とその季節」、昭和女子大学、2021年 9月 3日(オン

ライン発信) 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・國學院大學オープンカレッジオンライン公開講座「万葉集・源氏物語の生活と文化」、第 2 回「源氏物

語と雛祭り」、2021 年 9 月 1日～30 日（オンライン配信） 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・國學院大學伝承文化学会「シンポジウム 祭り・芸能をどう続けるか―各地の試み」、7 月 17 日、國

學院大學(オンライン発信) 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名、副査 2 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・文化庁文化財分科会第五専門調査会委員 

・福井県教育庁生涯学習・文化財課福井の戸祝いとキツネガリ調査事業 調査委員 

・・食文化ストーリー創出・発信モデル事業 「鶴岡雛菓子」調査委員  

  

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・大学院紀要編集委員 

・國學院大學伝承文化に学ぶコンテスト審査委員 

 

◆◆林林  和和生生  

【【研研究究活活動動】】      

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・令和 3 年 11 月 6 日  令和 3 年度オンライン渋谷学シンポジウム「東京渋谷を科学する」で司会を  
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つとめた。 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・歴史地理学会学会賞選考委員会委員長 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・文学部教員資格審査委員 大学院教員資格審査委員 

 

◆◆針針本本  正正行行  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日記文学会代表、中古文学会常任委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：  

・学長 

  

◆◆樋樋口口  秀秀実実  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：  

・東アジア近代史学会 理事 

・東北アジア地域史研究会 幹事 

 

◆◆藤藤澤澤  紫紫  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・共著 『NHK 浮世絵 EDO-LIFE 東海道五拾三次: 描かれた人々の「声」を聴く』（藤澤 紫・NHK「浮世
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絵 EDO-LIFE」制作班 著 NHK 出版 2021 年 7 月) 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・講演会 「江戸へようこそ！-三谷家コレクションに見る浮世絵のある暮らし-」 2021 年 7 月 31 日 

日比谷図書文化館  

・WEB 講演会 「もっと！遊べる浮世絵」［その１ 浮世絵と江戸文化―「遊べる浮世絵展」のあそび

かた―・その２ おもちゃの浮世絵・その３ おかしな浮世絵・その４ なぞ解き浮世絵・その５ 怖

～い！浮世絵］ 「特別展 くもんの子ども浮世絵コレクション 遊べる浮世絵展」記念講演会 横須

賀美術館公式 YouTube 2021 年 11 月 6 日～12 月 26 日  

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・國學院大學オープンカレッジ学習講座 「遊べる日本美術６ もっと！遊べる浮世絵－洒落を味わ

う・ おもちゃ絵を愛でる－」 2021 年 5 月 11 日～11 月 30 日 

・國學院大學令和 3 年度オンライン公開講座「万葉集・源氏物語の生活と文化」第 5 回「源氏絵の豊か

な流れ-絵巻、浮世絵、コミックの系譜-」 2021 年 9 月 1 日～9月 30 日 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・展覧会監修 「特別展 くもんの子ども浮世絵コレクション 遊べる浮世絵展」 横須賀美術館  

2021 年 11 月 6 日～12 月 26 日 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・新聞連載 「もっと！浮世絵と遊ぼう！」 時事通信（河北新報、八重山毎日新聞、長野日報、陸奥

新報、苫小牧民報などの朝刊文化欄にて連載 2021 年 1 月～2021 年 12 月 

・テレビ出演 NHK「Japanology Plus Ukiyo-e」（国際放送）, NHK WORLD-JAPAN, 2021 年 02 月 02 日 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））他他大大学学：（論文）副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・国際浮世絵学会常任理事 

・公益財団法人アダチ伝統木版画技術保存財団評議員 

・公益財団日本郵趣協会評議員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・品川歴史館専門委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・研究開発推進機構兼担教授 

 学学内内委委員員： 

・文学部入試委員 

・公開講座委員 

・文学塾委員 

・専任教職員会幹事 
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◆◆松松谷谷  容容作作  

 

◆◆松松本本  久久史史  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・（コラム）「国学とは何か（一） 国学の発生」『みづがき』219 号、宮城県神社庁、令和 3 年 1 月

30 日、14‐15 頁 

・（コラム）「国学とは何か（二） 国学の展開」『みづがき』220 号、宮城県神社庁、令和３年６月

15 日、8‐9頁 

・（コラム）「国学とは何か（三） 近世後期から幕末・維新期へ」『みづがき』221 号、宮城県神社

庁、令和３年 10 月 25 日、8‐9頁 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・（口頭発表）「復古神道形成過程における古典認識」日本宗教学会第 80 回学術大会 於関西大学（オ

ンライン） 令和 3年 9月 7日 

・（コメンテーター）「神勅と祭祀」第 38 回神社本庁神道教学研究大会 於神社本庁、令和 3 年 9 月 9

日 

・（口頭発表）「古典観の転換と復古神道」神道宗教学会第 75 回学術大会 オンライン 令和 3 年 12

月 4 日 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・（講演）「神道の他界・幽冥観の歴史」教派神道連合会第 21 回神道講座、オンライン 令和 3 年 10

月 18 日 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・内閣官房「天皇の退位等に関する皇室典範特例法案に対する附帯決議」に関する有識者会議 第 6 回

ヒアリング 於総理大臣官邸 令和 3年 6月 7日 

 

◆◆三三井井  ははるるみみ  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「著書紹介：明解方言学辞典」『ことばの波止場』7、国立国語研究所 

・「談話室：首都圏のことばの地理的分布と動向を探る」『國學院雑誌』122-7 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・「言語の地理的多様性に関する首都圏 WEB 調査２」2020.1.20-21、基盤研究(B)「共通語の基盤とし

ての東京語の動態に関する多人数経年調査」（研究代表者：尾崎喜光） 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本語学会大会企画運営委員 

 

21-12-182　(000)-9-令和３年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   26221-12-182　(000)-9-令和３年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   262 2022/02/18   18:46:112022/02/18   18:46:11



（263）

◆◆宮宮内内  克克浩浩  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1 名 

  

◆◆諸諸星星  美美智智直直  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「ビジネス日本語における複合辞「テシマイマシタについて」『国学院大学日本語教育研究』12 号

（2021 年 3 月 31 日発行） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「ビジネス日本語における前置き表現「つかぬことを伺いますが」のストラテジー」（第 386 回日本

近代語研究会秋季発表大会、2021 年 10 月） 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・国学院大学日本語教育研究会（2021 年 7 月 24 日（第 30 回）、12 月 19 日（第 31 回）） 

・国学院大学国語研究会（2021 年 7 月 3日、11 月 27 日） 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・「近代国語学史に金字塔 「最後の国学者」三矢重松」（『國學院大学学報』735 号「学問の道」第

35 回、2021 年 7 月 20 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 9 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査 1 名（課程）主査 2 名、副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・国学院大学日本語教育研究編集査読委員、国学院大学国語研究会評議員、国学院大学福祉言語学研究

会会長、日本近代語研究会理事 

  

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・就職部委員、教職センター委員、國學院雑誌編集委員、國學院大学大学院紀要編集委員 

 

◆◆矢矢部部  健健太太郎郎  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「「天正十六年七月八日付秀吉朱印状二種の公布状況―「刀狩令」「海賊停止令」の作成過程と目的」

（『國學院雑誌』122-11「特集 國學院中世史研究の現在」、2021 年 11 月、p,393～p,412） 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・読売新聞 2021 年 7 月 13 日（火）夕刊「日本史アップデート 豊臣秀次の切腹、真相は」取材協力 
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・NHKBS プレミアム「英雄たちの選択」「秀吉の終活―豊臣家の生き残り戦略―」（2021 年 9

月 22 日（水）20:00～20:59、VTR 出演） 

・NHKBS4K「生中継！錦秋の京都―醍醐の紅葉狩り」（2021年 11月 20日（土）19:30～21:29、

生出演） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本古文書学会理事・評議員、国史学会評議員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動： 

・財団法人全日本剣道連盟資料委員会幹事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職： 

・文学部長 

 

◆◆山山田田  利利博博  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・共著『危機下の中古文学 2020』（武蔵野書院 ３月） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「『源氏物語』桐壺巻の左大臣は何歳なのか？──物語の「本性」に関する考察──」（『國學

院雑誌』第 122 巻,第 8号,8 月 15 日） 

・解説「嘆きを理解されない歌・落葉宮の歌 ──源氏物語と和歌 第二十七回──」（『梁』100 号,5

月 20 日,現代短歌・南の会） 

・解説「男なのに恋の絶唱・柏木の和歌 ──源氏物語と和歌 第二十八回──」（『梁』101 号, 11 月

10 日,現代短歌・南の会） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・宮崎大学公開講座（５月・８月・10 月） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 2 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・中古文学会選挙管理委員長（５月まで） 

・全国大学国語国文学会委員（７月から） 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・大学院文学研究科日本文学コース代表 

 

◆◆吉吉岡岡  孝孝  

【【研研究究活活動動】】  

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・「吉宗政権と房総の牧」（講演、鎌ケ谷市、3月 14 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 3 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：  

・関東近世史研究会評議員 国史学会委員長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・厚木市文化財保護審議員 江戸川区文化財保護審議員 世田谷区史近世専門部会員 

 

◆◆吉吉田田  敏敏弘弘  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

編著『大東・京津畑の明治維新』（令和３年度國學院大學歴史地理学教室研究報告、令和３年３月、一

関市、國學院大學歴史地理学教室） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

大和市健康都市大学講座「ジパングへの途（みち）～大航海時代の西洋地図に描かれた日本」  

令和３年２月 14 日 14:00～16:00 大和市つきみ野学習センター（オンライン） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））副査 1 名 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：  

・HP 運営委員 
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◆◆吉吉田田  永永弘弘  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「「可能」「自発」の歴史的対照―「る・らる」と「可能動詞・られる」―」『日本語の歴史的対照

文法』（和泉書院、2021 年 6 月） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2 名、副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 2 名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本語学会大会企画運営委員、日本語文法学会編集委員、國學院大學国語研究会幹事・編集委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員： 

・文学部教務部委員 
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